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令和６年度
（仏暦2567年）

ご法話「死で終わらない世界」
南荘 摂（釋乗摂） 師
【プロフィール】
・東京教区静岡西組教覚寺御住職

・浄土真宗本願寺派布教使

「亡き人を案ずる私が、仏となりし人に案じられている」
ご一緒に浄土に生まれ往かれし方のお導きにあいましょう

【ご講師ご紹介】教覚寺様の先進的・積極的ご活動は全国のご寺院から大きな注目を集め

られています。その中、一昨年５月にご講師は第22代ご住職を継職されました。（先代の

南荘 宏師には昨年の報恩講法要にご出講いただき、この度親子２代に渡ってのお取次をい

ただくことになりました。）

教覚寺様の様々なご活動の中には全国各地への復興支援があり、５年前当地を襲った台

風19号災害直後からも復興支援を継続的に行なって下さっています。阿弥陀様

のお救いを慶ばれ、様々な実践活動を行われているご講師のご法話をご一緒に

ご聴聞しましょう。 教覚寺様公式サイトはこちらから→

西敬寺永代経法要
５月26日（日）

10:00～12:00（受付9:30より）

ご出欠・当日のご案内に関して
▶同封のハガキ、もしくは西敬寺LINE公式にてご出欠のご連絡をお願いします。

＊ハガキの場合はお手数ですが5月10日（水）までにご投函下さいませ。
＊たいへん恐縮ですが、西敬寺LINE公式にご登録いただいております皆様には、ご返信ハガキを同封
しておりません。LINEのお申し込みフォームのご利用をお願い致します。

▶受付開始時間に合わせて駐車場への誘導を行います。

▶ 庫裡大玄関受付にてペットボトルのお茶・お菓子等をお配り致します。
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お布施をご奉納

下さる方（ご参

拝者）のご芳名

（連名も可）

法名簿ご記帳とご奉呈のお願い（同封の法名簿をご利用下さい。）

ご先祖（有縁の方々）の

ご法名をご記帳下さい

お亡くなりになられた年

月日（新しい方から順番

にご記帳下さい）

年回忌早見表と照らし

合わせてご記帳下さい。

ご 

記 

帳 

例

令和６年
年回忌早見表

１周忌 令和５年
３回忌 令和４年
７回忌 平成３０年
13回忌 平成２４年
17回忌 平成２０年
23回忌 平成１４年
27回忌 平成１０年
33回忌 平成４年
50回忌 昭和５０年

当日の服装とお持ち物に関して
・平服（仏様に対して節度を持った服装）でお願いします。

・お念珠・門徒式章（お持ちの方）はご持参下さいませ。

・お経本（写真）をご持参頂ければ幸いです。

→お持ちで無い方には当日受付にて貸出いたします。

男
性
用
は
紐
房

女
性
用
は
切
り
房

門
徒
式
章

御布施（参加費）に関して
右のような「のし袋」（もしくは白い封筒に等）に

お包み頂き「法名簿」とご一緒に受付にお預け下さい。

ご尊前にご奉呈申し上げます。心ばかりですが参拝記念

品をご進呈致します。

御
布
施

木
賣

慈
教

真
由
美

ご参拝者の
ご芳名
（連名も可）

上記の年回忌に該当され
るご遺族の皆様には特に心
掛けてご参加下さいますよ
うお願い申し上げます。

お
経
本
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長野市北長池「ケアネット」

長野市北条「やさしい手」
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ご慶事をサポートして下さる専門業者
「メイクハピネス」さんをご紹介します

上記は一例になりますが、結婚式の着付けや撮影、
ギフトやお食事などワンストップでご手配してくださ
います。詳しくは下記QRコードから

メイクハピネス
公式サイト

メイクハピネス
公式LINE



第19回 私の事件簿
「遺言書」を書くツボ

今回は、これまでの私が携わった事案から「今更そんなこと⾔われても・・・」「タイミン
グが悪すぎる・・・」といった経験談を紹介します。どちらも事前にきちんと準備していれば
円満な相続ができたはずなのにと悔やまれる事案です。
（事例はプライバシー保護、守秘義務の観点から実際の状況に⼿を加えてあります）

事件簿① 会ったことのない相続⼈
被相続⼈：⽗Ｊさん・⺟Ｋさん 相談者：娘Ｍさん
（経緯）
Ｈ30年にお⽗様が他界し、何ら⼿続をしないままその翌年に
お⺟様Ｋさんが亡くなったのを機に相続⼿続を開始されました。
Ｍさんには兄弟姉妹３⼈がいるので４⼈で遺産分割をしようと
ご⾃⾝で⼾籍を取ったところ、そこにはなんと今まで会ったこ
とはおろか、その存在さえも知らされていなかった相続⼈２⼈（
Ｓさん・Ｙさん／Ｍさんの兄弟）の記載が！２⼈は⽣まれてす
ぐにいわゆる養⼦に出されていたためこれまでその存在も知らなかったのです。
（問題点）
・新相続⼈２⼈の連絡先も素性もわからない
・４⼈で分割のハズが６⼈で分割することになった
・⽗Ｊさんの相続⼿続をしないまま⺟Ｋさんが亡くなったため⼿続が複雑になった→数次相続
（対応）
新相続⼈Ｓさん・Ｙさんの住所等を調査し、お⼆⼈に⽗⺟が亡くなったことをお伝えしました。
その後、相続⼈６⼈で遺産分割協議をしていただきました。分割協議が整ったところで⾦融機関
の⼿続はじめその他も私がお⼿伝いさせていただき無事完了。
（ポイント）
素性がわからない相続⼈への対応は慎重に進めなければなりません。なぜなら、ご本⼈が養⼦
であることを知っているのか、今どのような暮らしなのか、実の両親や兄弟に対してどのような
感情を持っているか、その配偶者はどのような⽅か、など、ちょっとした感情のもつれや誤解で
争いや⾮協⼒的な対応などに発展しやすいからです。
このケースでは運良く問題は起こりませんでしたが、このようなご事情があるなら、ご両親は
⽣前ＭさんなどにＳさん・Ｙさんの存在を伝えておく、遺⾔やエンディングノートを準備するな
どをしておくべきでした。遺されたＭさんらは全く事情もわからず、ご両親に問うこともできず、
Ｓさん・Ｙさんにいたっては実の親の死すら知らなかったのですから、精神的な負担が⼤きいこ
とは疑いようもありません。
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ここまでお読みいただきありがとうございました。
まだまだ経験が少ない私ですが、それでもあわやトラブル、といった事例にいくつか出会っています。
今回ご紹介した時間はどちらも運良くトラブルになりませんでしたが、わかっていたなら何か準備しま
しょうよ・・・、終活に「まだ早い」はないなぁ、と感じることばかりです。
⾃分のことは⾃分で決めておきたい、できるだけ家族やパートナーの負担にならないようにしたい、そ
う思ってる⽅がほとんどでしょうからぜひ何らかの対策を強くお勧めします。

事件簿② コロナがなければ
被相続⼈：⺟Ｓさん 相談者：息⼦Ｒさん 相続⼈：2名／ＲさんとＲさんの兄Ｇさん
（経緯）
Ｒさんには兄Ｇさんがいます。しかしＧさんは借⾦を作っては親に泣きつくこともしばしばで、
Ｒさんは距離を置いてました。しかし、⺟Ｓさんも⾼齢になり、このまま万が⼀のことが起きた場
合、兄Ｇさんと遺産分割協議などできないと不安を抱えていました。
（対応・顛末）
遺産分割を避けるために、Ｓさんも納得の上でＳさんが遺⾔書を書くことで進めていました。内
容は全財産をＲさんに相続させるというものでした。兄Ｇさんの遺留分の問題はありますが、遺⾔

がなければ法定相続分が２分の１に対して遺留分なら４分の１で
済むのでその⽅がましというお考えでした。準備途中でＳさんが
ご⾃宅で転倒して⾻折をしてしまい⼊院を余儀なくされたのです。
しかも運が悪いことに新型コロナウイルスの感染が⽇増しに⼤き
な問題となっている状況のため、Ｒさんも⾯会できない⽇が続い
たのです。看護師さんとの接触も必要最低限に抑えられ、刺激の
少なくなったＳさんは徐々に衰え、認知症の症状を発症してしま
ったのです。
その後、2ヶ⽉ほどでＳさんは亡くなってしまいました。結局

遺⾔書は準備できなかったのでＲさんは兄Ｇさんと遺産分割協議をせざるを得なくなりました。運
良くすべてＲさんが相続することでＧさんも納得して分割協議書が完成しました。
（ポイント）
兄弟といえども成⻑の課程やその後の⽣活で関係性は変化します。ましてや借⾦などで迷惑をか
けられたと感じている側は遺産分割などしたくないと仰います。せっかくトラブル回避のために準
備しようと⾏動に移してくださったのですが、コロナ禍という想定外の事態により思いを叶えるこ
とはできませんでした。
不測の事態、想定外の事態は起きるものとして、少しでも早く⾏動に移すことが⼤事であると教
えてくれた事件でした。

−ご意⾒・ご要望・ご質問などお気軽にお寄せ願います−

伊藤 安芸：インサイド・アウト⾏政書⼠事務所代表

（⾏政書⼠・家族信託専⾨⼠・葬祭カウンセラー）

TEL026-219-6373 メールy-itoh@office-angei.com
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どなたでもご参加いただけます！（参加費不要）

▶タイムテーブル

各 回 共 通

13:30〜15:00

（受付開始13:00より）

13:30 仏事作法体験

13:50 法 話

14:10 休 憩

14:20 講 演

14:50 質問タイム

15:00 終 了

当日15:00〜17:00まで事前予約制にて、個別相談（無料）を行なっていま

す。ご葬儀はじめ各種仏事のことや相続・遺言書やエンディングノートの作成な

どお気軽にお問い合わせ下さい。尚、公開講座開催日以外でもご希望の日時

を伺いご予約を承っておりますのでお気軽にお問合せ下さいませ。

日 程 講 演・法 話 テ ー マ

第３９回

４月１４日

講演 「家族信託の活用事例と今後の可能性」

法話 「誕生日と命日」

第４０回

５月11日

講演 私の事件簿①～遺言編～

法話 「永代経って何？」 〜お経とは〜

第４１回

６月９日

講演 私の事件簿②～相続全般～

法話 「身近な仏教用語」〜「相続」は仏教用語です〜

第４２回

７月１４日

特別プログラム 「お寺葬説明会」

ご葬儀に関するご不安・ご心配を住職が解決します！

毎月第２日曜日開催（５月のみ第２土曜日開催となります。）

第21期河西組（長野市内の浄土真宗本願寺派寺院１８ヶ寺のグループ）連続研修会のご案内

浄土真宗の作法やお勤め（「正信偈」などの練習）はもちろん、日々の生活の中で湧き出てきた疑問や人生について

話し合い、仏さまの教えに問い・尋ねてゆく研修会になります。 今までわからないことがあっても、そのままにしてきま

せんでしたか？  わからないことを「わからない」と安心して言える場です。 所属寺の枠を超えて心ゆくまで語りあって

みませんか。期間は２０２４年５月〜２０２５年１２月まで１２回（１回２時間半・1年間に６回）会場は長野市内のお寺

を順番に巡ります。また参加費はテキスト代・記念品（門徒門徒式章）などを含めて３，０００円です！

＊ご興味のある方はお気軽にお電話・西敬寺LINE公式にてお問い合わせ下さい
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